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受傷から2か月後に緊張性気脳症をきたした
顎顔面外傷の１例

竹内啓人 望月里依奈、渡邉賀子 日本口腔顎顔面外傷学会誌 2025 24(1)35-41

廃用症候群患者に対して舌のアンカー機能
強調に重点を置いた舌接触補助床を適用し
た1例

門田千晶 顎顔面補綴 2025 48（1）

球麻痺型筋萎縮性側索硬化症患者に対し軟
口蓋挙上機能を併せ持つ舌接触補助床を適
用した2例

門田千晶 顎顔面補綴 2025 48（2）

先天性多数歯欠如(oligodontia)患者に対し下顎第一大臼歯の近心移動を試みた矯正歯科治療の1症例(原著論文)志賀 百年 望月 里衣奈, 竹内 啓人 九州矯正歯科学会雑誌 2025 21(1)25-31

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
指定講演・
シンポジウム等

一般講演・
その他の講演 パーキンソン病患者に対し舌運動障害を考慮

したPAPを適用した2例
門田千晶

第42回　日本顎顔面補綴学会　学術大
会

2025.6 仙台

認定医制度説明会　矯正歯科の認定医について志賀百年 第35回日本顎変形症学会総会 2025年6月 北九州国際会議場

Three-Dimensional Changes in Nasal
Morphology and Lip Form in Presurgical
Orthodontic Treatment ‒ Evaluation Using
Facial Scanning with an Intraoral Scanner

Masahiro
Mizuhara

Momotoshi Shiga, Masaaki Sasaguri,
Mana Hayakawa, Kaori Kometani-
Gunjigake, Kayoko Nakao-Kuroishi, Jun
J. Miyamoto, Manabu Habu, Kazumasa
Morikawa, Wataru Fujii, Tatsuo
Kawamoto.

15th International Congress on Cleft
Lip/Palate and Related Craniofacial
Anomalies

2025年10月  Kyoto International
Conference Center

術前顎矯正治療による鼻・口唇形態の三次
元的変化　−口腔内スキャナーによる顔面ス
キャニングの応用−

水原正博
志賀百年、笹栗正明、早川真奈、郡司
掛香織、黒石加代子、宮本順、土生
学、森川和政、藤井 航、川元龍夫

第49回日本口蓋裂学会総会学術集会 2025年10月 国立京都国際会館

Ⅳその他

浜松歯科衛生士専門学校　非常勤講師 福永暁子 口腔外科学　講義 2025.8 浜松

学校法人鈴木学園　専門学校中央医
療健康大学校　非常勤講師

福永暁子 歯科衛生学科　講義 2025.9-12 静岡

聖隷クリストファー大学　非常勤講師 福永暁子
リハビリテーション学部言語聴覚学科
講義

2025.11 浜松

当院における口腔カンジダ症治療、がん医科
歯科連携について

福永暁子 久光製薬株式会社研修会 2025.11 浜松

浜松歯科衛生士専門学校　非常勤講師 門田千晶 解剖学　講義 2025.5-7 浜松

浜松歯科衛生士専門学校　非常勤講師 門田千晶 解剖学　国家試験対策講義 2025.11 浜松

日本歯科大学　新潟生命歯学部 門田千晶 臨床プロフェッション講義 2025.7 新潟

聖隷クリストファー大学　非常勤講師 竹内啓人
リハビリテーション学部言語聴覚学科
講義

2025.12 浜松

座長 志賀百年 第35回日本顎変形症学会総会 2025年6月 北九州国際会議場

九州歯科大学　学生講義 志賀百年 九州歯科大学4年次生　口唇口蓋裂患者の矯正歯科治療2025年12月 九州歯科大学

歯科（総合歯科・矯正歯科・口腔外科）


